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今年で前任の井口泰孝先生のご推薦をいただき学友
会体育部長を拝命して14年になります．学友会体育部
は，学生が構成する常任委員会がその活動を統括し，
新入生歓迎やスポーツフェスティバルなど全学生に対
するスポーツ振興を行うとともに，各競技の全日本学
生選手権や全国七大学総合体育大会（通称七大戦）や
東北地区総合体育大会などに参加する各部のサポート
を行なっています．体育部長は常任委員会の学生のサ
ポート役にすぎません．しかし学生支援担当理事の花
輪公雄先生と学生支援担当総長補佐の東谷篤志先生，
同じく小田中直樹先生，また学生支援機構活動支援係
のスタッフの皆さんとともに，この14年の間学生の活
動をサポートしてきた経験を紹介し，将来に向けた課
題についてこの機会に皆さんにお伝えしようと思いま
す．
本学における課外活動は，本学の全教職員・大学院
生を含む全学生が会員資格を有する学友会という任意
組織の中に，総務部・体育部・文化部・報道部を設置
し，その中でスポーツ，芸術など多岐にわたる学生主
体の活動が展開されています．学生生活において，学
生が自己実現のために他の学生や社会との関わりの中
で情熱を燃やせる学業以外の活動を行うことに重要な
価値があることには，異論はないかと思います．同じ
選択をした仲間と共に自ら道を拓いていく経験は，社
会の中での自分の居場所を確立すること，アイディン
ティティーの確立につながることが期待されます．目
標達成の喜びに浴することもあれば，未知への不安，
失敗や挫折，人間関係における悩みなどさまざまな困
難とそれを克服していく経験をすることもあります．
どのような内容であれ，学生の皆さんがそれらの経験
を価値に変えていく機会を豊富に得られることが教育
機関である大学において課外活動を推奨する重要な理
由の一つです．OECDの調査によると我が国はワーク
ライフバランスの評価が低く，そのことが個人の生産
性の低さや社会全体の幸福感の低さに繋がっていると
考えられています1）．これからの日本を支えていく立
場になる学生が自らスタディライフバランスを自らマ
ネージできる機会を体育部や文化部などの課外活動を
通じて得ていくことが日本の「幸福度」の回復につな
がるものと信じています．
同じキャンパスで学ぶ仲間が全日本学生選手権で優
勝したり，カーネギーホールでコンサートを行ったり，
全国七大学総合体育大会（七大戦）で総合優勝をする
ことは，大学全体の活気を生んだり，それを目指して
新しい仲間が加わっていくきっかけにもなります．体
育部のスポーツ活動に限っていえば，過去 5年間で 4
回の七大戦総合優勝，人力飛行部Windnautsの鳥人
間コンテストでの大会記録を塗り替えるような活躍，
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課外活動は大学生にとって学生生活における一生残る貴重な人生の 1ページとしてさまざまな価値がある活動で
ある．全国に知れ渡る輝かしい記録や成績はもとより失敗も成功も良い思い出になる．しかし一方で生命に関わる
事故などのリスクも決して小さくはない．課外活動を実践する主体である学生のみならずそれを支える教職員も常
にリスクを軽減するための不断の努力が必要である．正課教育・研究活動をミッションとする日本の国立大学では
支えるべき重要な課外活動であるにも関わらず施設の維持管理という点ではその財政基盤は極めて貧弱かつ脆弱で
ある．価値のある学生の課外活動の安全・安心や公正さを保ち，活動そのものを継続的に支えていくためのイノベー
ションを起こしていくことが急務である．東北大学においてもさまざまな領域の知恵を結集していきたい．
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全日本大学トライアスロン選手権での本学選手の活
躍，全日本大学体重別相撲選手権第 3位，国際パワー
リフティング大会第 3位，全日本ボート競技選手権 3
位，オリエンテーリングのさまざまな種目での活躍，
夢はかないませんでしたが，本学初のプロ野球選手，
全日本大学フットサル選手権優勝 2回，全日本大学駅
伝選手権出場などテレビにも取り上げられる活躍は枚
挙にいとまがありません．アメリカンフットボールは
東北／北海道では常勝軍団ですし，競技ダンス，競技
カルタなども全国的に活躍しています．メディアに登
るような輝かしい競技成績ではなくとも，地区の壁を
破って全国大会に出場する快挙や，スキー部は日本代
表クラスが揃うインカレ 1部で２年続けて活躍してい
ます．
もちろんこのように書いてくるとよいことばかりの
ように思われますが，さまざまな課題があります．第
一に危機管理です．多くの競技において競技そのもの
のために最悪の場合生命に関わる事故が起きることが
あります．大変残念ながら我が学友会においても過去
に自動車部，合気道部，航空部などで活動中に尊い命
が失われてしまう事故がありました．また活動中では
なくとも移動中に死亡に至る事故が起こっています．
死に至らずとも重い後遺障害を残すような事故，長期
の入院を余儀なくされる事故も起きています．事故が
起こる度に再発を防止しようという強い気持ちと願い
のもと，事故の原因や要因について整理が行われ記録
や対策が残されています．幸い同じ活動で事故が繰り
返されていることはありません．しかし一方で，これ
まで事故と無縁であった活動において突然死亡事故が
起こっています．このことは，どのような活動におい
てもリスクがあるということを，活動している学生の
皆さんや指導者が常に意識しておくべきことだと思い
ます．ただし活動を行なっている学生の立場から考え
ると，活動は 1年生からせいぜい 3年間程度であるこ
とがほとんどです．しかも 1年生は活動に習熟する期
間であることが多く，幹部学年にならないと危機管理
を意識することはあまりないようです．一部の競技や
活動では練習そのものが自らを守るスキルを身につけ
る内容になっていますが，逆に習熟して技術面での安
全度が上がることがむしろ危機意識を低下させること
にもつながります．危機管理に関わる大学側からの可
能な支援は，安全に対する注意喚起をできるだけ実効
性を持って毎年繰り返すことにあると考えています．
この点については顧問として部長や副部長になってい
ただいている先生方や指導者の方々に強く意識してい
ただきたいことです．OBやOGとして顧問を担当し
ていただいている先生方においては，学生時代の状況
はさておき，現時点でのもっとも安全で安心な活動の
ためにできることを情報としてアップデートしていた
だきたいと思います．一方，当該競技や種目の経験が
ない「頼まれ部長」の先生方においては，ぜひ学生た
ちを通じてどのような危険性があるのかをご理解いた
だき，幹部交代の時期には必ず注意喚起をしていただ
ければ幸いです．
危機管理という点でもう一点記さなければいけない
のは未成年飲酒や飲酒強要にかかわる事件が後をたた
ないことです．飲酒の一番の問題点は，生命を失う危
険性があることです．もちろん成年に達したから突然
安全になるわけではありません．また飲酒強要にみら
れるハラスメントにより，本来であれば続けたい活動
をそれが原因で辞めてしまうなど，人間関係の悪化を
招くことがあります．飲酒に価値があるとすれば，学
生同士が打ち解けるきっかけを作ることですが，もし
そうであれば節度のある安全な飲み方を覚えていただ
きたいと強く思います．また「酒」がなくても仲間同
士信頼して語れるような人間関係を築くことこそが，
課外活動の重要な価値であるといっても過言ではあり
ません．よくあるのが卒業した先輩やOBの方々から
つがれる酒を断れないというケースです．ぜひ顧問の
先生方にはこの点について注意喚起を怠らないように
していただきたいと思います．学生側からみると本来
の安全を守るという趣旨よりも罰則を受けないように
うまく立ち回ればそれでよしという風潮がみられま
す．羽目をはずすこと自体は悪くありませんが，それ
が上記のような負の連鎖につながることが起こらない
ように，考え方を正していただきたい．このことは最
近では各部の幹部および幹部候補が集まる年一回の研
修会「リーダーズアセンブリー」で必ず取り上げるテー
マとしています．
東日本大震災時には，幸い体育部における人的被害
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はなかったものの，各部の活動拠点は多大な損害を被
りました．各部代表者が一堂に会し活動場所を融通し
合い，また他大学から支援の手を差し伸べられるよう
なこともあり，深く感謝しています．七大戦において
東日本大震災の2011年は東北大学の被害を考慮して総
合体育大会として順位をつけることをやめようという
暖かい配慮の申し出が他大学からありました．しかし
各部代表者会議では気持ちには感謝するが，競技には
正々堂々と臨みたいという意思を伝えることを満場一
致で決めました．逆境を跳ね返す強い意思を示す体育
部各部の学生の皆さんを大変誇らしく思った瞬間でし
た．一方，ヨット部の学生の皆さんが震災 1週間前の
前触れのような地震時に海上保安庁の地震時安全対策
を再確認していたことが，震災当日閖上（ゆりあげ）
の海上で活動していたにもかかわらず迅速に避難し，
九死に一生を得たこともぜひ記憶に留めていただきた
いと思います．
体育部の活動のもう一つの課題は，活動場所となる
施設の維持管理です．これは危機管理と表裏一体にな
ります．東北大学では例えば片平南体育館は戦前の格
納庫を移設したものです．また医学部／歯学部で管理
している星稜地区の体育館や青葉山の工学部体育館
は，私自身が学生のときに完成していますので，すで
に40年近く経過しています．体育館のフロアは傷がつ
くと危険なため平坦にするために少しずつ削っていき
ます．すでにこの体育館は限界に来ています．昨年文
部科学省から体育館の床の損傷による重大事故の発生
があり，施設改修の勧告が出されています．しかし一
方で文部科学省から交付される運営費交付金は「課外
活動」施設の維持管理への手当は直接は認められませ
ん．福利厚生施設整備の一環として対応せざるを得ま
せん．本学では教育・学生支援部で管理する施設に関
して10年前から 5年一期の整備計画を立て，その中で
優先順位をつけ課外活動施設の整備を行うようにな
り，施設の安全性／利便性が格段に高まりました．し
かし温水プールなどの光熱水道料などの負担は困難で
あるとともに，上述の医学部や工学部の施設について
は整備計画外となっています．学生や教職員が安全に
活動するためにもさらなる見直しが必要です．また各
施設に関しては，基本的には教職員は専門家ではあり
ません．私自身，評定河原陸上競技場や川内グランド
の整備に際して，さまざまなことを学ぶことができま
した．アーチェリーの矢が場外に飛び出さないための
設備，ラグビープレー中に転倒した場合に硬い構造物
に接触することがないような配慮，バックネットの高
さなどです．上述した体育館の床については，利用者
からは全く問題ないという声が聞かれることがありま
すが，危険性の認識については専門的な知識が必要で
す．十分に専門性がないとしても，きちんと裏付けを
とって蓄積してきたノウハウや知識をきちんと利用で
きる情報としてアーカイブする必要があります．現在
学生支援課のスタッフがわずかの人員で担当していた
だいていますが，欧米の「アスレチックデパートメン
ト」には及ばないにしても拡充が必要です．予算が確
保できない中とのようにするかは，本学のみならず国
立大学法人全体の課題です．
2013年に設置されたスポーツ庁は，国民のスポーツ
への取り組みを「みる」「する」「ささえる」「つなぐ」
という 4つの観点に整理し，スポーツ基本法に基づき
それぞれに資する施策を実施しています．大学はその
スポーツ資源，研究成果，競技者，指導者やボランティ
ア人材をリソースとして有する組織として期待されて
います．その中で特にこれからの日本を支える全ての
学生にスポーツの価値を 4つの視点から伝え，単に競
技力や指導力の向上だけではなく，健康な体づくりや
地域／国際コミュニティの形成に対するリテラシーを
高める教育をすることが求められています．これまで
の課外活動は学生の自主的な活動として正課教育では
カバーできない自らの意思で自分のあるいはチームの
成功に向けて行動する経験を提供し，冒頭に述べたさ
まざまな価値をもたらしてきました．しかし後半で述
べて来たように，その維持や発展に重要な課題を抱え
ています．大学におけるスポーツを発展させるため，
大学スポーツを共通のプラットフォームで発展させて
い く た め に 日 本 版NCAA（National College of 
Athletic Association）が計画されています．米国の
ような巨大スポーツ産業化を目指すということではな
く，ガバナンス，安心安全，財政基盤の強化など複数
の大学や地域が連携することにより課題解決をはかっ
ていく組織になっていくことが期待されています．学
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生の自主的な活動を尊重しつつ，どのように組織や地
域としての価値を生み，しかもその価値に対してその
活動を維持するためのお金が入ってくる仕組みが創設
されることが期待されています．これまでにない仕組
みであるためにさまざまな障害がたちはだかることに
なると思います．しかしそのような，障害を乗り越え
て学生だけでなく地域にとってのスポーツの価値をつ
くることは大学として取り組みとして価値のあること
と認識しています．「するスポーツ」だけではなくス
ポーツ庁が策定したスポーツ基本計画に謳われている
ように「見て，支えて，つながる」スポーツが目指す
べき姿です2）．現在あらゆる分野で未解決の課題を発
見してそれを解決すること，さらに新しい価値を生み
それを社会実装することが求められています．まさに
東北大学がイノベーションの拠点であることを考える
と，スポーツにおけるイノベーションも大学が取り組
むべき重要な課題です．東北大学がこの分野でもオー
ル東北大学で学生とともに日本や世界をリードしてい
こうではありませんか．
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